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煎じに用 い た生薬の 吸水量に関する検討
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【目的】煎 じ に 用 い た 生薬の 多 くは水分 を 吸収す る 。 また ， 各 々 の 生薬の 吸水性は異

な り ， そ の 量に も差が ある もの と思われ る 。 生薬に 吸収 される水分は煎液で ある こ と

か ら ， 生薬 の 水 分吸収 は煎液 の 収量 に影響す る の み で はな く，そ の 有 効成 分総 量 に も

影響を与え る可能性があ る 。 そ こ で ， 今回 は煎 じに 用 い た 生薬の 吸水量につ い て検討

したの で 報告す る ．

【方法】煎 じには ウチ ダ煎じ器の 「煎治」を用 い ，頻用処方を構成する生薬75種類 （阿

膠 ・茵薩蒿・茴香 ・延 胡索 ・黄耆 ・黄 苓 ・黄柏 ・黄 連・葛根 ・滑石 ・瓜 呂根 ・乾 姜・甘草・桔梗 ・枳

穀
・
枳実

・
菊花

・
橘皮 ・杏仁 ・荊芥 ・桂皮 ・膠 飴・香附子 ・粳米・厚朴 ・呉茱萸・五味子

・柴胡 ・細

辛
・山梔子 ・山茱萸 ・山椒 ・山薬 ・地 黄 ・地 骨皮 ・芍薬 ・車前子 ・熟地 黄 ・縮砂 ・生姜

・
升麻

・
白

河 附子 ・石 膏・川 穹 ・蒼朮 ・蘇葉 ・大 黄 ・大 棗・澤 瀉・知 母 ・釣 藤 ・猪苓 ・陳皮 ・冬瓜 子 ・当帰 ・桃

仁 ・人参・麦門冬
・
薄荷

・
半夏

・白並
・
白朮

・
茯苓

・
芒硝

・
防風

・
炮附子

・
牡丹皮・

牡蠣 ・麻黄・木

通 ・龍骨 ・良姜 ・連翹 ・蓮 肉） に つ い て検討 した ．容器 に 水600m1を入 れ て 加熱 し ， 沸騰

後に 生薬 10g を加 えた ．70分 間煎 じた後 に60分間 静置 し，そ の 後に再度 20分間加熱 し

た．生薬 を加 え た時 間を 0分 と し 、 10， 20， 30，40， 60， 130， 150分 後 に 生薬重量 を

測定 し，各時点で の 生薬 の 吸水量を算出した．各生薬に つ い て 5 回測定 し ， その 平均

値 を代表値 と して 生薬相互 の 比較を行 っ た．

【結果】茵薩蒿，菊花 ， 荊芥，車前子 は生薬 10g あた り50g 以 上 の 吸水量 を示 し，阿

膠 ， 膠飴 ， 芒硝 の 吸水 量はマ イ ナス 値で あ っ た．また ， 車前子 の 吸水 量 は一旦 増加 し

た 後に著 明に減少 した．多 くの 生薬の 吸水量は，煎 じ開始後 10分 ある い は 20分後に最

大吸水量の 80％以 上 を示 した が ，乾姜，粳米，生姜，地黄，熟地黄，猪苓，半夏，慧

苡仁 は煎 じ時間 とと もに吸水 量が 増加 した ．また ， 煎じ終 了後の 静置 に よ り吸水量は

増加 し，再加熱に よ り吸水量が減少する こと が明 らか と なっ た．

【考察】今 回の 検討 によ り ， 煎 じに お け る各生薬の 吸水量 に は 大きな差が見 られ ，煎

じ終了後の 静置時間によ り吸水量が増加 す る こ とが明 らか とな っ た， こ の こ とか ら ，

今後方剤 と して 煎 じた際の 吸水量に つ い て 検討 し ， 指 標成 分濃 度を測定 す る 必要 もあ

る が ，煎液収量お よ び煎液有効成分の 総量に は t 生薬の 種類，煎 じ時間，静置時間，

加熱温 度 ， 水 の 量が影響する可能性 が示唆 され た．
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